
気
候
変
動
対
策
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
京
都
総
会
へ
情
報
共
有

誇
り
・
魅
力
・
や
り
が
い
向
上
へ

国
交
省

検
討
委
建
設
業
界
で
推
進
体
制
を
整
備

環
境
省
と
京
都
市
は
二
月
十
九
日
、
東
京
・
紀
尾
井
町
の
千
代
田
放
送
会
館
ホ
ー
ル
で
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
気
候
変
動
へ
の
適
応
」
を
開
催
し
た
。
原
田
義
昭
環
境
相
や
海
外
の
ゲ
ス
ト
、
企
業
関
係
者
ら
が
一
堂
に
集

い
、
五
月
に
京
都
市
で
開
催
さ
れ
る
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
第
四
十
九
回
総
会
に
向

け
て
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
繰
り
広
げ
た
。
気
候
変
動
問
題
に
対
す
る
国
民
の
理
解
を
深
め

る
た
め
、
と
く
に
企
業
活
動
や
啓
発
方
法
に
焦
点
を
当
て
最
新
の
情
報
を
共
有
し
た
。

気
候
変
動
に
伴
う
温
暖
化

の
進
行
や
異
常
気
象
が
懸
念

さ
れ
て
お
り
、
洪
水
や
台
風

に
よ
る
自
然
災
害
の
影
響
を

で
き
る
だ
け
回
避
・
軽
減
す

る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
昨
年
十
二
月
の
気
候

変
動
枠
組
条
約
第
二
十
四
回

締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２４
）

で
は
パ
リ
協
定
に
関
す
る
実

施
指
針
が
採
択
さ
れ
、
世
界

中
で
気
候
変
動
対
策
へ
の
気

運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
昨
年
十
月
の

第
四
十
八
回
総
会
を
経
て
公

表
さ
れ
た
「
一
・
五
℃
特
別

報
告
書
」
な
ど
気
候
変
動
対

策
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す

る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
五
月
の
京
都
総
会
で
は

各
国
の
「
温
室
効
果
ガ
ス

（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）
算
定
の
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
方
法
論
報
告

書
」
の
改
良
版
（
二
〇
一
九

年
方
法
論
報
告
書
）
に
つ
い

て
議
論
を
深
め
る
予
定
だ
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
第
二
作
業

部
会
（
Ｗ
Ｇ
Ⅱ
）
と
イ
ン
ベ

ン
ト
リ
ー
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

（
Ｔ
Ｆ
Ｉ
）
の
共
同
議
長
を

迎
え
て
最
新
の
動
向
を
確

認
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
気
候
変
動
に
対
す

る
企
業
活
動
の
あ
り
方
や
効

果
的
な
啓
発
方
法
に
焦
点
を

当
て
具
体
的
な
取
り
組
み
事

例
な
ど
を
紹
介
し
た
。

当
日
は
行
政
・
業
界
関
係

者
な
ど
約
二
百
三
十
名
が
参

加
。
原
田
環
境
相
が
冒
頭
あ

い
さ
つ
に
立
ち
「
地
球
温
暖

化
や
異
常
気
象
が
懸
念
さ
れ

る
気
候
変
動
へ
の
速
や
か
な

対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

当
省
と
し
て
も
各
種
施
策
を

精
力
的
に
推
進
し
て
い
る
。

京
都
で
開
か
れ
る
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

総
会
に
向
け
て
国
民
の
理
解

が
深
ま
る
よ
う
本
日
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
実
り
あ
る
も
の

と
な
る
こ
と
を
祈
念
す
る
」

と
述
べ
、
積
極
的
な
取
り
組

み
を
促
し
た
。

続
い
て
ハ
ン
ス
・
ポ
ー
ト

ナ
ー
Ｗ
Ｇ
Ⅱ
共
同
議
長
が

「
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
六
次
評
価
報

告
書
作
成
に
向
け
て
」
、
田

辺
清
人
Ｔ
Ｆ
Ｉ
共
同
議
長
が

「
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
四
十
九
回
総

会
の
京
都
開
催
に
向
け
て
」

と
題
し
て
基
調
講
演
を
行
っ

た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
肱
岡
靖
明
国
立
環

境
研
究
所
気
候
変
動
適
応
セ

ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
、
三

浦
仁
美
積
水
化
学
工
業
㈱
経

営
戦
略
部
環
境
経
営
グ
ル
ー

プ
担
当
長
、
秋
元
智
子
全
国

温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
専
務
理
事
、
下
間
健
之

京
都
市
環
境
政
策
局
地
球
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当
局

長
、
大
井
通
博
環
境
省
地
球

環
境
局
総
務
課
研
究
調
査
室

長
ら
が
活
発
に
議
論
し
た
。

国
土
交
通
省
は
二
月
十
九

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央

合
同
庁
舎
三
号
館
特
別
会
議

室
で
第
二
回
「
建
設
現
場
で

働
く
人
々
の
誇
り
・
魅
力
・

や
り
が
い
検
討
委
員
会
」

（
委
員
長
・
田
中
里
沙
事
業

構
想
大
学
院
大
学
学
長
）
を

開
き
、
誇
り
・
魅
力
・
や
り

が
い
の
向
上
に
必
要
な
視
点

を
打
ち
出
し
た
。
関
係
団
体

な
ど
の
取
り
組
み
を
「
見
え

る
化
」
す
る
と
と
も
に
、
業

界
関
係
者
の
連
携
・
協
働
に

よ
る
推
進
体
制
を
整
備
す

る
。
四
〜
五
月
頃
に
提
言

案
、
新
年
度
上
半
期
に
提
言

書
を
ま
と
め
る
方
針
だ
。

同
検
討
委
は
有
識
者
に
加

え
、
一
般
社
団
法
人
建
設
産

業
専
門
団
体
連
合
会
、
一
般

社
団
法
人
全
国
中
小
建
設
業

協
会
、
全
国
建
設
業
協
同
組

合
連
合
会
な
ど
で
構
成
。
現

場
で
働
く
技
能
労
働
者
な
ど

の
社
会
的
・
経
済
的
地
位
の

一
層
の
向
上
を
め
ざ
す
。

当
日
は
五
道
仁
実
同
省
大

臣
官
房
技
術
審
議
官
が
冒
頭

あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
が
懸
念
さ

れ
る
中
で
現
場
の
担
い
手
を

い
か
に
確
保
し
て
い
く
か
が

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
建
設
業
の
さ
ら
な
る
発

展
へ
活
発
な
議
論
を
お
願
い

す
る
」
と
述
べ
た
。

向
上
の
視
点
で
は
年
代
や

職
種
な
ど
多
様
な
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
明
確
化
し
、
誇
り
・
魅

力
・
や
り
が
い
の
相
乗
効
果

が
発
揮
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
る
。
業
界
の
取
り

組
み
を
「
見
え
る
化
」
し
、

関
係
団
体
な
ど
の
連
携
強
化

を
図
っ
て
い
く
。

推
進
体
制
に
つ
い
て
は
関

係
団
体
な
ど
か
ら
の
ア
イ
デ

ア
・
提
案
・
要
望
を
取
り
入

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
融

合
や
新
た
な
展
開
に
向
け
て

連
携
・
協
働
に
よ
る
体
制
を

構
築
。
情
報
の
共
有
化
な
ど

多
様
な
実
施
主
体
の
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
的
な
組
織
づ
く
り

を
行
う
。

行政・業界から約２３０名参加

原田環境相

有識者・関係団体が意見交換

五道審議官
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